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主な業績

グルタチオンは、外来異物の解毒や抗酸化に機能することが知られているが、受賞者

は、グルタチオンが植物体内で、幅広い生長・生理現象を制御する因子としても機能す

ることを明らかにした。すなわち、グルタチオンの合成は、光合成に大きく依存し、合

成されたグルタチオンの量に応じて炭素同化が促進され、成長と開花量が調節されるこ

とを見出した。また、一定期間以上の低温で開花が促進される現象（春化）にもグルタ

チオンが深く関与することを明らかにし、グルタチオンの投与により開花・結実の調節

を可能とした。

さらに、グルタチオンが植物体内の特定のタンパク質に結合して、そのタンパク質の

機能を制御することを世界に先駆けて解明したことで、グルタチオンと細胞内タンパク

質の結合を促進する酸化型グルタチオンが農作物の収穫量・果実品質を大幅に向上させ

ることを発見した。グルタチオンの農業利用（収穫量や品質、開花制御など）について

は、企業や各地の試験場レベルで実用試験が進められており、食料増産や品質向上に大

きく貢献することが期待される。

３ 受賞評価のポイント

本研究業績は、グルタチオンの従来知られなかった機能と作用機構を解明し、その成果が農
作物の単位面積あたりの収穫量や果実品質を大幅に向上させる技術に応用可能であることを
示唆しており、革新的な技術として今後更なる発展が期待される。

主要論文･特許
・ 「 Level of glutathione is regulated by ATP-dependent ligation of glutamate and cysteine 
through photosynthesis in Arabidopsis thaliana: Mechanism of strong interaction of light 
intensity with flowering」 Plant & Cell Physiology 45, 1-8 (2004)
・ 「Reduced glutathione is a novel regulator of the vernalization-induced bolting in the rosette 

plant Eustoma grandiflorum」 Plant & Cell Physiology 45, 129-137 (2004)
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活性酸素を利用

本研究の背景
・植物は、活性酸素を積極的に産生し、生長制御に利

用していることを発見した。

・一般的には、病害抵抗性が発揮される場合、植物体
は小さくなるが、活性酸素を処理すると、耐病性並
びに生長性を向上させることを見出した。

そこで、活性酸素による生長促進機構の解明に
よって、病気に強く、生育もよい植物の分子育種を
目指した。

本研究の成果

本研究の応用例

スイートコーンの収穫量増加

バラの開花促進

通常栽培 グルタチオン投与

シロイヌナズナの種子収穫量増加

ヒマワリの開花促進


